
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調理機本体に、前記調理 本体側に押し込まれてオンとされることにより、調理室内に
設けられた刃の回転を制御する駆動スイッチと、前記調理 本体側に押し込まれることに
より、前記駆動スイッチをオフにする解除スイッチとを少なくとも備えている調理機のス
イッチ構造であり、前記調理 本体の近傍には、前記解除スイッチのみが操作可動とされ
るように前記駆動スイッチを覆うことが可能なカバーが備えられ 記カバーは、前記解
除スイッチを押し込んだときに、前記カバーが前記駆動スイッチを覆うように されて
いることを特徴とする調理 のスイッチ構造。
【請求項２】
　請求項１の調理 のスイッチ構造であって、
　前記調理 本体には、前記駆動スイッチと前記解除スイッチとに係合して両者の操作を
行う操作部材が配備され、
　この操作部材は、
　前記駆動スイッチを調理 本体側に押し込んだときに、前記駆動スイッチと係合して当
該駆動スイッチの押し込み状態を保持する第１の係合手段と、
　前記解除スイッチを調理 本体側に押し込んだときに、第１の係合手段と前記駆動スイ
ッチとの係合を外して前記駆動スイッチを押し込み前の突出状態に復帰させる第２の係合
手段と、
　前記解除スイッチを調理 本体側に押し込んだときに、前記駆動スイッチを覆うように
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、前記カバーを操作する第３の係合手段とを、
　備えていることを特徴とする調理 のスイッチ構造。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２の何れかの調理 のスイッチ構造において、
　前記カバーを開状態から閉状態に操作するときに、前記駆動スイッチをオフすることを
特徴とする調理 のスイッチ構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は，例えば，ミキサーやスライサーなどの刃を備えた調理機のスイッチ構造に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来，ミキサーやスライサー等の調理機においては，図７に示すように，調理機本体１の
上部に，着脱可能な調理用カップ２を備え，調理機本体１の操作部３に設けた駆動ボタン
３Ａを押して調理用カップ２の底部にある刃を回転させ，停止ボタン３Ｂを押して刃の回
転を止めるようにしているものがある。そして，調理用カップ２の蓋２Ａを開けていると
きに，誤って駆動ボタン３Ａを押してしまうと突然中の刃が回転し始めるため，操作ボタ
ン３Ａをカバー４で覆っている。このカバー４はロッド５により操作部３の横から伸縮し
て駆動ボタン３Ａをカバーするようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら，このような駆動ボタン３Ａのカバー４がついた調理機のスイッチ構造で
あっても，駆動ボタン３Ａを押したままでもカバー４を閉鎖できるので，駆動ボタン３Ａ
をオフにしてプラグをコンセントから抜いた後片づける間に、駆動ボタン３Ａが押され、

カバー４を閉じてしまい込んだ状態が生ずると，次回の使用時に駆動ボタン３Ａ
がオンになっていることに気付かないまま，プラグをコンセントに差し込んだ場合に，突
然に刃が回転を始めるという問題がある。
【０００４】
本発明は，このような問題に着目してなされたものであり，駆動スイッチのカバーを備え
た調理機のスイッチ構造において，解除スイッチを押し込むと駆動スイッチをカバーが覆
うことにより、不用意に駆動スイッチがＯＮされない調理機のスイッチ構造を提案するこ
とを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１の調理 のスイッチ構造は、調理機本体
に、前記調理 本体側に押し込まれてオンとされることにより、調理室内に設けられた刃
の回転を制御する駆動スイッチと、前記調理 本体側に押し込まれることにより、前記駆
動スイッチをオフにする解除スイッチとを少なくとも備えている調理機のスイッチ構造で
あり、前記調理 本体の近傍には、前記解除スイッチのみが操作可動とされるように前記
駆動スイッチを覆うことが可能なカバーが備えられ 記カバーは、前記解除スイッチを
押し込んだときに、前記カバーが前記駆動スイッチを覆うように されていることを特
徴とする。
【０００６】
　本発明の請求項２の調理 のスイッチ構造は、請求項１の調理 のスイッチ構造であっ
て、前記調理 本体には、前記駆動スイッチと前記解除スイッチとに係合して両者の操作
を行う操作部材が配備され、この操作部材は、前記駆動スイッチを調理 本体側に押し込
んだときに、前記駆動スイッチと係合して当該駆動スイッチの押し込み状態を保持する第
１の係合手段と、前記解除スイッチを調理 本体側に押し込んだときに、第１の係合手段
と前記駆動スイッチとの係合を外して前記駆動スイッチを押し込み前の突出状態に復帰さ
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せる第２の係合手段と、前記解除スイッチを調理 本体側に押し込んだときに、前記駆動
スイッチを覆うように、前記カバーを操作する第３の係合手段とを、備えていることを特
徴とする。
【０００７】
　本発明の請求項３の調理 のスイッチ構造は、請求項１又は請求項２の何れかの調理
のスイッチ構造において、前記カバーを開状態から閉状態に操作するときに、前記駆動ス
イッチをオフすることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
次に，本発明の好ましい実施形態にかかる調理機のスイッチ構造を図面に基づいて説明す
る。
【０００９】
図１は，この実施形態にかかる調理機のスイッチ構造を示したものであり，図５，図６は
この実施形態の調理機のスイッチ構造が適用されるミキサーである。ミキサー本体１０に
は，調理用カップ１１が連結自在に搭載されており，調理用カップ１１にはミキサーの刃
が内蔵されている。調理用カップ１１のミキサーの刃は底部１１Ａから突設されており，
調理用カップ１１の底部はネジを緩めることによりカップ本体から取り外すことができる
ようになっている。ミキサー本体１０の操作部１０Ａには，カバー１２がスライドして開
閉するように設けられ，カバー１２の内側に駆動スイッチ１３，解除スイッチ１４が配設
されている。操作部１０Ａは矩形の凹部として形成され、駆動スイッチ１３と解除スイッ
チ１４との間には、区画壁１５が設けられている。カバー１２は凹部の開口部を区画壁１
５まで半分閉鎖できるようになっている。カバー１２の先端部１２Ａは、区画壁１５の上
端部を乗り越えたときに、重力などの微力により簡単に開かないように、節度を持って係
合するようになっている。駆動スイッチ１３は押し込んで刃のモータをオンさせ，解除ス
イッチ１４を押し込むと，駆動スイッチ１３は上方に復帰する。
【００１０】
図１は，この駆動スイッチ１３と解除スイッチ１４の配設状態を示した断面図であり，操
作部１０Ａには，スイッチ機構が配設されている。スイッチ機構は刃を回転させるモータ
を駆動させる駆動ボタン１６と，モータの回転を停止させる解除ボタン１７とを有し，駆
動スイッチ１３の上端部には駆動ボタン１６が設けられ，解除スイッチ１４の上端部には
解除ボタン１７がかぶせられている。
【００１１】
駆動スイッチ１３の下方には、駆動スイッチ１３の下端部に当接して導通する導通接点が
配備されている。駆動スイッチ１３の駆動ボタン１６を図３のように押し込むと、導通接
点が導通状態になって図示しない駆動モータが刃を回転させるようにオンとなる。駆動ス
イッチ１３が図１に示すように突出状態にあると、導通接点が非導通となってモータはオ
フとなる。
【００１２】
駆動スイッチ１３と解除スイッチ１４は、板金状のものであり、上下のフレーム２２，２
３に上下動可能に保持されており、圧縮バネ２４，２５によりそれぞれ上方に付勢されて
いる。圧縮バネ２４、２５は駆動スイッチ１３、解除スイッチ１４に設けた図示しない突
起部とフレーム２２との間に配備されている。
【００１３】
駆動スイッチ１３と解除スイッチ１４の中間部には、制御用カム板１８のカム部２６，２
７に当接する突起部２８，２９が突設されている。
【００１４】
駆動スイッチ１３，解除スイッチ１４の下側には、操作部材としての制御用カム板１８が
設けられている。制御用カム板１８はスイッチ機構の矩形枠状のフレーム１９に横方向に
スライド可能に保持され，圧縮バネ２０により制御用カム板１８は右側に付勢されている
。
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【００１５】
制御用カム板１８の右側には，保持部２６Ｂと、カム部２７と、突起部２１Ａ、２１Ｂと
を有する。カム部２６の保持部２６Ｂは、駆動スイッチ１３の駆動ボタン１６をミキサ本
体１０側に押し込んだときに、駆動スイッチ１３と係合して駆動スイッチ１３の押し込み
状態を保持する第１の係合手段を構成する。カム部２７は、解除スイッチ１４の解除ボタ
ン１７をミキサ本体１０側に押し込んだときに、保持部２６Ｂと駆動スイッチ１４の突起
部２８との係合を外して駆動スイッチ１３を押し込み前の突出状態に復帰させる第２の係
合手段を構成する。
【００１６】
　突起部 は、解除スイッチ１４をミキサ本体１０側に押し込んだときに、駆動スイ
ッチ１３を覆うように、カバー１２を操作する第３の係合手段を構成する。更に、突起部
２１Ａは、カバー１２を開状態から閉状態に操作するときに、駆動スイッチ１３を突出状
態に復帰させる第４の係合手段を構成する。
【００１７】
駆動スイッチ１３の突起部２８が進入するカム部２６は，突起部２８が当接する角部が面
取りされた導入部２６Ａと，導入部の下部を矩形にえぐるように形成された保持部２６Ｂ
とを有する。駆動スイッチ１３は下側に押されると，突起部２８が導入部２６Ａを乗り越
えて保持部２６Ｂに入り，押圧状態を保持する。
【００１８】
ここで、導入部２６Ａと駆動スイッチ１３の突起部２８との間には、距離Ｘの隙間が設け
られている。この距離Ｘの隙間は、カバー１２の下端部１２Ｂが、突起部２１Ｂに当接す
るときに、始めて導入部２６Ａと突起部２８とを当接させるものであり、下端部１２Ｂが
突起部２１Ａに当たるときには、距離Ｘを隔てて導入部２６Ａと突起部２８とを離間させ
る。
【００１９】
この距離Ｘを設けて離間させることにより、カバー１２が駆動スイッチ１３のボタン１６
を覆うときに、突起部２８が保持部２６Ｂに保持されることが防止される。
【００２０】
また、保持部２６Ｂと導入部２６Ａとの間には距離Ｙが設けられている。距離Ｙは、スイ
ッチ１３を 本体奥に押し込むときに制御用カム板１８が移動する距離である。導入
部２６Ａが突起部２８に突き当てられた状態で、駆動スイッチ１３が押し込まれると、突
起部２８が導入部２６Ａを乗り越えて、保持部２６Ｂに係合する。保持部２６Ｂの縦縁部
に突起部２８が当接するとき、突起部２１Ａ、２１Ｂはそれぞれ距離Ｙだけ右横に移動し
、カバー１２の下端部１２Ｂと突起部２１Ｂは離れる。
【００２１】
従って、保持部２６Ｂに突起部２８が保持されてオン状態を維持するとき、制御用カム板
１８は図１の右横方向に距離Ｘ＋Ｙの距離だけ移動している。
【００２２】
一方、カバー１２が駆動ボタン１６を覆うときのカバー１２の移動可能距離Ｌに対して、
突起部２１Ａ、２１Ｂの距離は（Ｌ－Ｘ）に設定されている。このため、開状態のカバー
１２を閉鎖して区画壁１５と係合すると、下端部１２Ｂに押された突起部２１Ａにより、
制御用カム板１８が距離Ｘだけ余分に左にスライドし、突起部２８と導入部２６Ａとが距
離Ｘをもって離間する。従って、駆動用ボタン１６を押し込んでも、突起部２８が保持部
２６Ｂに保持されることはない。
【００２３】
解除スイッチ１４は下側に押されると，突起部２９がテーパー面からなるカム部２７に入
り込み，圧縮バネ２０の弾発付勢力に抗して制御用カム板１８を図１の左側に押す。この
ときの制御用カム板１８のスライド量は距離（Ｌ＋Ｙ）であり、カバー１２のスライド量
はＬである。図４に示すように、解除ボタン１７を押し込むことにより、制御用カム板１
８は復帰動作を行い、カバー１２の上端部１２Ａと区画壁１５とが係合する。解除ボタン
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１７の押し込み解除により、圧縮バネ２０の弾発付勢力により制御用カム板１８が図１に
状態に戻り、突起部２１Ａがカバー１２の下端部１２Ａに当接する。
【００２４】
カバー１２の水平部の左側先端部には，カバー１２と区画壁１５の上端部を乗り越えて係
合する凸部１２Ｃが形成されている。凸部１２Ｃと区画壁１５とが係合することによって
、圧縮バネ２０の付勢力で突起部２１Ａが下端部１２Ｂを押圧しても、カバー１２が閉じ
た状態が維持されるようになっている。
【００２５】
ミキサ本体１０をしまおうとして電源を抜いた後，間違えて駆動ボタン１６を押したまま
の状態でも，カバー１２を閉めて片づければ，駆動スイッチ１３はオフ状態になり安全は
確保される。
【００２６】
この実施形態では，調理機本体１０に設けた駆動スイッチ１３のオンにより，調理用カッ
プ１１内の刃が駆動され，この駆動スイッチ１３は，オン状態を維持可能とされる。調理
機本体１０に設けた解除スイッチ１４により駆動スイッチ１３はオンからオフになると共
に、カバー１２により駆動ボタン１６が閉鎖される。オフになった駆動スイッチ１３はカ
バー１２により覆われていると共に，突起部２８と導入部２６Ａが離れているので、駆動
スイッチ１３がオンになることはない。一方、カバー１２は，開状態から閉状態に変える
ときに，オン状態の駆動スイッチ１３をオフとするので、駆動スイッチ１３をオンさせた
ままカバー１２を閉じても駆動スイッチ１３が自動的にオフになる。従って、再度調理機
本体１０のコンセントを電源に接続しても刃が突然回転し始めることがない。
【００２７】
【発明の効果】
本発明の請求項１の調理機のスイッチ構造によれば，解除スイッチを押し込めば、駆動ス
イッチが突出して押し込み状態が解消されると共に、駆動スイッチがカバーにより閉鎖さ
れる。従って、調理終了後は駆動スイッチがカバーされることから、不用意に駆動スイッ
チがオンしないため、再度調理機のコンセントを電源に接続しても刃が突然回転し始める
ことがない。
【００２８】
本発明の請求項２の調理機のスイッチ構造によれば、駆動スイッチを押し込んでいる状態
の時に、解除スイッチを押し込むと、第２の係合手段により、駆動スイッチが突出状態に
なって、駆動スイッチがオフになると共に、第３の係合手段により、駆動スイッチがカバ
ーにより覆われる。従って、再度調理機のコンセントを電源に接続しても刃が突然回転し
始めることがない。
【００２９】
　請求項３の のスイッチ構造によれば、カバーを閉じると、駆動スイッチと第１の
係合手段との係合状態が解消されて、駆動スイッチがオフとなるため、より確実に、再度
調理機のコンセントをオンさせる時に突然刃が回転し始めるおそれがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】  　本発明の実施形態にかかる調理機のスイッチ構造の断面図であり，カバーを
閉じて駆動スイッチをオフにした状態の断面図
【図２】  　図１のスイッチ構造において、閉状態のカバーを開いて駆動スイッチをオン
可能にした状態の断面図
【図３】  　図２のスイッチ構造において、駆動スイッチをオンにした状態の断面図
【図４】  　図３のスイッチ構造において、解除スイッチを押し込んで開状態のカバーを
閉じ、駆動スイッチをオフにした状態の断面図
【図５】  　本発明の実施形態の調理機であるミキサの斜視図であり，カバーを閉じた状
態の斜視図
【図６】  　本発明の実施形態の調理機であるミキサの斜視図であり，カバーを開いた状
態の斜視図
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【図７】　  従来の調理機のスイッチ構造の斜視図
【符号の説明】
　１０　ミキサ本体（調理 本体）
　１１　調理用カップ
　１２　カバー
　１２Ｂ　カバーの下端部
　１３　駆動スイッチ
　１４　解除スイッチ
　１８　制御用カム板（操作部材）
　２１Ａ　突起部（第４の係合手段）
　２１Ｂ　突起部（第３の係合手段）
　２６Ｂ　保持部（第１の係合手段）
　  ２７　カム部（第２の係合手段）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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